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教育訓練給付制度（専⾨実践教育訓練）について 

 

「早稲田リーダーシップカレッジ」は、厚⽣労働省の「教育訓練給付制度」（専⾨実践教育訓練）の指定講座です。 

教育訓練給付⾦の⽀給を希望される⽅は、受講開始日の２週間前まで（※）に、必要書類をハローワークに提出し、受給資格確

認の⼿続きを⾏う必要があります。 

本プログラムの指定番号は「1310208-1910011-9」です。 

※2024 年 4 月 1 ⽇より、提出期限が緩和されました。詳細は以下の厚⽣労働省のページをご確認ください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000160564_00037.html 

 

＜教育訓練給付制度とは＞ 

教育訓練給付とは、労働者や離職者が、⾃ら費⽤を負担して、厚⽣労働⼤⾂が指定する「教育訓練講座」を受講し修了した場合、

本⼈がその教育訓練施設に⽀払った経費の⼀部を受給する雇⽤保険の給付制度です。 

「早稲田リーダーシップカレッジ」は、教育訓練給付⾦制度（専⾨実践教育訓練）の指定講座です。当講座を修了された⽅のう

ち、⼀定の条件を満たす⽅は、受講料の⼀定の割合額が「専⾨実践教育訓練給付⾦」としてハローワークより⽀給されます。 

 

＜対象者＞ 

１︓雇⽤保険の被保険者 

専⾨実践教育訓練の受講を開始した⽇（以下「受講開始⽇」という）に雇⽤保険の被保険者の⽅のうち、⽀給要件期間が３

年以上ある⽅ 

２︓雇⽤保険の被保険者であった⽅ 

受講開始⽇に被保険者でない⽅のうち、被保険者資格を喪失した⽇（離職⽇の翌⽇）以降、受講開始⽇までが１年以内（適

⽤対象期間の延⻑が⾏われた場合には最⼤ 20 年以内）であり、かつ⽀給要件期間が３年以上ある⽅ 

 

＜給付額＞ 

最大 440,000 円 

1︓講座を期限内に修了した場合 = 275,000 円(受講料の 50%) 

2︓1 に加え、修了時に雇⽤保険の被保険者である場合及び修了後 1 年以内に雇⽤保険に加⼊した場合 =追加で 110,000 円(合

計して受講料の 70%) 

3︓1,2 に加え、修了後の賃⾦が受講開始前の賃⾦と⽐較して５％以上上昇した場合＝追加で 55,000 円(合計して受講料の

80%) 

※専⾨実践教育訓練のご質問（賃⾦の上昇要件を含む）については、最寄りのハローワークにお問い合わせください。 

また、詳細な制度説明とパンフレットについては、厚⽣労働省のウェブページに掲載されています。以下をご確認ください。 

＜厚⽣労働省ホームページ＞ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/kyouiku.html 
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＜⼿続⽅法概要＞ 

【受講前】 

専⾨実践教育訓練給付⾦の⼿続は、受講者が訓練対応キャリア・コンサルタントによる訓練前キャリア・コンサルティングにお

いて就業の⽬標、職業能⼒の開発・向上に関する事項を記載したジョブ・カードの交付を受けたあと、受講開始日の2週間前ま

でに必要書類をハローワークへ提出し、受給資格確認⼿続きを⾏う必要があります。本プログラムの受講開始日は、「2025年

5月10日」です。 

受給資格について決定された場合、ハローワークから専⾨実践教育訓練受講予定者に対して、教育訓練給付⾦及び「教育訓練⽀

援給付⾦受給資格者証」が交付されます。受給資格者証は受講修了後の実際の⽀給申請時にも必要になりますので、⼤切に保管

されてください。 

 

【受講中】 

受講開始⽇から6 か月ごとの期間（⽀給単位期間）の末⽇の翌⽇から起算し、1ヶ月以内に受講者がハローワークへ⽀給申請を

⾏う必要があります。詳細は教育訓練給付⾦のパンフレットよりご確認ください。 

主な必要書類︓ 

（1） 教育訓練給付⾦受給資格者証 

（2） 教育訓練給付⾦⽀給申請書 

（3） 受講証明書⼜は専⾨実践教育訓練修了証明書 

（4） 返還⾦明細書領収書  など 

 

【受講後】 

専⾨実践教育訓練を受講修了した時は、受講終了日の翌日から起算して1ヶ月以内が⽀給申請期間になります。受講者が必要書

類を持参しハローワークへ申請することが必要です。 

なお、本プログラムの受講終了日は、「2025年9月30日」です。 

 

上記に係る詳細やその他詳細のご質問は、管轄のハローワークまでお問い合わせください。 

 

以 上 


